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NITE-Gmiccsの概要
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GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム
NITE-Gmiccs（ナイトジーミックス）

GHSラベル要素

混合物の
GHS分類判定

混合物（製品）

インポート エクスポート

GHS分類
ラベル/SDS

NITE-Gmiccsは、混合物のGHS分類、ラベル作成・SDS様式出力を
Webブラウザからいつでもどこでも利用できる無料のシステムです。

SDS様式
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混合物（製品）に含まれる単一物質※1を選択し、
含有率を入力すれば危険有害性の分類を判定※2します。

※1 単一物質のデータがGmiccsに収載されていない（政府によるGHS分類結果がない）
場合は、ユーザー自身でデータを準備し、NITE-Gmiccsに登録する必要があります。

      政府によるGHS分類の有無は、システム内で検索又は以下のURL先から確認ください。
＜NITE統合版GHS分類結果（政府によるGHS分類の最新版を集約）＞
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html

ラベル・SDSの作成支援のために
政府がGHS分類を実施

約3,400物質

「政府によるGHS分類結果」
（便宜上「NITE分類」と呼ぶことがあります）

分類結果をNITEが整理・統合
（NITE統合版GHS分類）

NITE-Gmiccs 
GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム invented by METI

GHS Mixture Classification and Label/SDS Creation System

※2 物理化学的危険性については一部を除き分類されません。
ご利用前に必ず「分類ロジック」資料をご確認ください。
https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/gmiccs_ClassificationLogic.html

基礎データとして、約3,400の単一物質（組成成分）の
「政府によるGHS分類結果」をNITE-Gmiccsへ収載

「EU:CLP調和分類」

ヨーロッパのGHS分類※３

約4,700物質

※3 EUのCLP規則、附属書VI表３で公表されている有害性物質の分類に関する情報です。
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混合物（製品）中でNITE-Gmiccsに収載されていない組成成分の
GHS分類結果等は、ユーザー側で登録する必要があります。※

※未収載の組成成分については、ユーザー自身でNITE-Gmiccsにデータを登録する必要があります。
組成成分のGHS分類情報を用意し、NITE-GmiccsのStep1で登録します。
組成成分のGHS分類情報が得られない場合は、データなし（分類できない）として登録することになります。
組成成分のGHS分類の参考となる文書については、下記をご参照ください。
＜GHS分類方法＞
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_classification.html

NITE-Gmiccs 
GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム invented by METI

ユーザー
所有情報

未
登
録
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NITE-Gmiccsでは、２つのGHS分類判定方法が選択できます。
（NITE-Gmiccsでは、便宜上「JISルール」「UNルール」と呼びます。）

JIS

国連GHS文書（改訂６版）に基づき、
日本産業規格（JIS）※1で選択された濃度限界/
カットオフ値、危険有害性項目の区分に基づき分類

※1 JIS Z 7252「GHSに基づく化学品の分類方法」
※2 海外では採用されているGHS国連文書の改訂版が異なる場合があります。ご注意ください。

国内向け

UN

国連GHS文書（改訂６版）※2にて採用されている
濃度限界/カットオフ値のうち小さい値、及び危険有害性
項目における全ての区分を採用して分類

海外向け
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Step

1
NITE-Gmiccsに未収載の化学物質成分（単一物質）の
GHS分類情報などを入力
Webフォームから1件ずつ入力
or エクセルフォーマット(CSV)でまとめてアップロード 単一物質（成分）の組成情報 NITE-Gmiccs

CSVファイル Webフォーム

Step

2
混合物（製品）の組成情報などを入力
Webフォームから1件ずつ入力
or エクセルフォーマット(CSV)でまとめてアップロード

CSVファイル Webフォーム

混合物（製品）の組成情報 NITE-Gmiccs

Step

3
分類判定ルール（JIS又はUN）を選択し、

自動的にGHS分類されるのを待つだけ！
NITE-Gmiccs 混合物のGHS分類結果

Step

4 会社情報を入力するとGHS対応のラベルを出力できます。

混合物のGHSラベル
NITE-Gmiccs

Step

5
GHS分類結果をSDS様式に出力できます。

NITE-CHRIPに収載の一部法規制情報も反映します。
混合物のSDS様式

NITE-Gmiccs

NITE-CHRIPと
連携

NITE-Gmiccsの基本的な利用の流れ

※全ての項目が自動的に埋まるわけではありません。
NITE-Gmiccsから出力されたままのラベル／SDS様式では情報伝達できませんので、
混合物（製品）の実態に沿って、ユーザー自身で必須事項等を記載してください。 7



推奨環境（Microsoft Edge）で
NITE-Gmiccsを立ち上げます。

任意の検索エンジンで「NITE GHS」又は
「NITE Gmiccs」と検索します。

ここをクリッ
ク

ここをクリッ
ク

https://www.ghs.nite.go.jp/ 8
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ここをクリッ
ク

GHS総合情報提供サイト（NITEウェブページ）
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/
ghs_index.html

GHS混合物分類判定ラベル作成システム（NITE-Gmiccs）
https://www.ghs.nite.go.jp/

NITEウェブページからもNITE-Gmiccsに
アクセス可能です！

9

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html
https://www.ghs.nite.go.jp/


TOPページから「混合物GHSを分類・ラベルを作成する」を選択すると、
確認事項（免責事項）が表示されますので、内容に同意いただける場合は
「同意する」をクリックしてください。

「同意しない」場合は使えません。

※画面を拡大していると「同意する」ボタンが表示されない場合があります。
「同意する」ボタンが見つからない場合は、画面の拡大率を下げてください。

下にスクロール
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注意事項
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NITE-Gmiccsの特徴まとめ①

12

人健康/環境有害性
の分類判定

加算式及びカットオフ値で
実施できる分類

分類結果及びラベルの
日英対応

データの日英変換を自由に
英語での作業入力も可能

“一部”の物理化学的
危険性の分類判定

混合物（製品）としての物性データや、
国連番号から分類できる項目あり

大量のデータを
入出力

複数の混合物（製品）情報や
単一物質（成分）情報をCSVで入
出力

ラベル要素の
取捨選択・更新

ラベルに印字される危険有害性に
紐づく注意書き（Pコード）の数の
調整や一括更新に

English

譲渡・提供された
SDSの分類確認

他社から提供されたSDSの記載内
容の整合性のチェックに

臓器種名称
統合機能

特定標的臓器の臓器名称を統合
ルールに基づいて統合が可能
ラベル要素の簡略化に

水のGHS分類データ
をあらかじめ搭載

政府分類では実施されていない水
（CAS RN：7732-18-5)の
GHS分類データがあるので、水を
含む混合物の分類が楽に

1 2 3

4 5 6

7 8

Step 2の「1件ずつ登録」での検索画面で、
このCAS RNか、化学物質(成分)名称に完全
一致にして「水」と入れていただくと検索で
きます



ラベル/SDSの全項目の記載 データがない成分を含む
混合物の分類

NITE-Gmiccsに収載されてい
ない組成成分はユーザーが登
録しないと分類ができません。

ラベル/SDS様式機能で出力した
ものを、そのまま完成したラベル/ 
SDSとして使用することはできません。
必ず追記の必要があります。

化学物質”単体”の分類 GHS改訂６版以外のルー
ルによる分類
国連GHS文書改訂６版
以外のルールによる分類は
実行不可

日英以外の言語は非対応

混合物ではない単一物質の
分類機能は設けていません。

1 2

3 4

システム上にデータ保存

システム上にデータは保存されません。
①混合物組成情報
②単一物質情報
③分類結果、ラベル・SDS様式

は登録・実行後にエクスポートしてください。 5

NITE-Gmiccsの特徴まとめ②
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【政府によるGHS分類結果（NITE統合版）
                           及びNITE-Gmiccsで判定される結果】

【NITE-Gmiccsにおける物理化学的危険性の分類判定】

・政府によるGHS分類結果（NITE統合版）は、ラベルやSDSを作成する際の参考分類（※）
・NITE-Gmiccsで判定される結果は、ラベルやSDSを作成する際の参考結果（※）
・混合物のGHS分類で最も優先されるのは、混合物そのものの試験データ

・NITE-Gmiccsでは、物理化学的危険性について基本的に分類できません。
・”混合物”としてのデータ（引火点、初留点、国連番号等）があれば、一部の項目のみ判定されます。
・多くの物理化学的危険性は判定されないため、ユーザー自身で分類結果等の追記が必要です。

NITE-Gmiccsから出力される結果について

※ラベルやSDSの記載内容の文責は、化学品の譲渡・提供者にあります。
必ず全ての内容を確認してから情報伝達を行ってください。
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NITE-Gmiccsの操作方法
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【基礎演習の分類事例】
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単一物質（成分）名
含有率

（重量%）
CAS RN NITE分類の有無

（NITE-Gmiccs収載）

1 トルエン 50 108-88-3 ○

2 メタノール 40 67-56-1 ○

3 酢酸エチル 10 141-78-6 ○

合計 100

基本情報
• 混合物ID：NITE-MIX-1
• 混合物（製品）名称：サンプルシンナー

混合物GHS分類用の必要情報
• 物理化学的性状：液体
• 引火点：40℃



Step 1：単一物質(成分)GHS情報
 登録済み化学物質（成分）情報の確認
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2. 検索結果が表示されれば登録されたGHS分類データが利用できます

1. 登録データがあるかどうか、化学物質名称や
CAS登録番号で検索できます



「１件ずつ登録」をクリックします

Step 1：単一物質(成分)GHS情報
化学物質（成分）の入力

応用のみ
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Step 1：単一物質(成分)GHS情報
基本情報の入力

応用のみ
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2．必須項目以外はわかる範囲
で記載していきます

1．Webブラウザの新しいタブに
登録用のページが開きます



1.物理化学的危険性に入手した情
報を選択して入れていきます

2.人健康有害性と環境有害性に入
手した情報を選択して入れていき
ます

※未選択の場合は「データなし」
と登録され、「分類できない」と
同じ扱いとなりGHS分類時には毒
性未知成分とされます

応用のみStep 1：単一物質(成分)GHS情報
化学物質（成分）のGHS分類情報
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登録する物質の物理的
化学的性状（気体、液
体、固体）に合わせて
「分類対象外」となる
項目を自動記載する機
能です １.登録する物質の物理的

化学的性状（気体、液体、
固体）を選択します

応用のみ
Step 1：単一物質(成分)GHS情報
【参考】データのない物質の物性に基づく入力支援機能
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2. 「分類対象外」となる
項目が自動的に記載されま
す。それ以外の項目は全て
「分類できない」と自動入
力されます



１.特定標的臓器毒性は
「区分あり」を選択後、
ここをクリックします

２.ポップアップ画面で臓器を入
力できるので、「＋行追加」をク
リックし「区分」及び「臓器」選
択できます
※標的臓器に必要な数だけ行を追
加します

応用のみ
Step 1：単一物質(成分)GHS情報
標的臓器毒性の入力方法

22

３.入力が終了したら「確定」
をクリックし登録します



１.登録完了すると登録用のページが
閉じ、タブがなくなります

２.登録した情報が反映されます
（最後に登録した1件のみ）

応用のみ
Step 1：単一物質(成分)GHS情報
登録化学物質の確認
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１.登録した物質に対して
「コピー」をクリックする
ことで入力の省略を行うこ
とができます

応用のみStep 1：単一物質(成分)GHS情報
【参考】化学物質（成分）のコピー登録
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3．ID以外の情報が全てコ
ピーされていますので、新た
なIDを入力し、名称など必要
な情報を書き換えることで省
力化して次の物質の登録が可
能です２. 「コピー」

をクリックする
と、Webブラ
ウザの別タブに
登録画面が表示
されます



登録データをエクスポートすることで、
Web画面を閉じてしまったとしても、
エクスポートデータをNITE-Gmiccsに
インポートすることで作業を途中から
再開することができます

応用のみ
Step 1：単一物質(成分)GHS情報
化学物質（成分）の登録確認と登録情報のエクスポート
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1．登録した物質を検
索実行し、必要な物質
が登録できたかを確認
します

2．確認できましたら、登録デー
タを必ずエクスポート（CSV
ファイル形式）してください
※登録したデータやインポート
データはNITE-Gmiccs上には保
存されません



応用のみ
Step 1：単一物質(成分)GHS情報
化学物質（成分）のGHS登録情報のインポート
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エクスポートしたファイル（ファイル名は
Chemical_JP_yyyymmddhhmm.csv)をイ
ンポートすることでGHS分類作業を再開する
ことが可能です

分類結果に変更があったときは、情報を
修正し、差分置換することもできます



c
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Step 2：混合物(製品)組成情報
混合物（製品）の基本情報の入力

1.「1件ずつ登録」をクリックしますと、
別のウインドウに登録画面が現れます

2. 必須項目以外はわかる範囲で記載します

c

c

Step 2のボタン◎を押すか、次のステップへ
→で移動可能です
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Step 2：混合物(製品)組成情報
化学物質（成分）情報の選択・確認

2.採用するデータにチェックを入れて追加するをクリックします

1. 化学物質を化学物質名称やCAS
登録番号で検索できます
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Step 2：混合物(製品)組成情報
組成情報一覧

1. 含有率を記入します

2.含有率（100%）への換算をクリックします

3.登録をクリックし、登録画面が閉じStep2へ戻ります



２.戻ったStep 2のページには、登録
した情報が反映されます（最後に登録
した1件のみ）
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Step 2：混合物(製品)組成情報
登録された混合物の確認

１.登録完了すると登録用のページが
閉じ、タブがなくなります
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Step 2：混合物(製品)組成情報
不足情報の確認

1. 不足情報を確認する※をクリックします

2.不足情報がなければ次のステップへ進むことができます



組成が少し違うなど、他の混合物情報（類
似混合物の情報を「コピー」する機能を使
うことで入力を省略化できます

Step 2：混合物(製品)組成情報
 【参考】混合物のコピー登録
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2．ID以外の情報が全てコ
ピーされていますので、必要
な情報に書き換えることで入
力を省略し、登録ができます

1.「コピー」をクリック
すると、Webブラウザの
別タブに登録画面が表示
されます



登録データをエクスポートすることで、Web
画面を閉じてしまったとしても、エクスポー
トデータをNITE-Gmiccsに取り込むことで作
業を途中から再開することができます

混合物の組成情報等を登録したら、登録データは必ずエ
クスポート（CSVファイル形式）してください
※登録したデータやインポートデータはNITE-Gmiccs上
には保存されません

Step 2：混合物(製品)組成情報
混合物の登録情報のエクスポート
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エクスポートしたファイル（ファイル名は
Product_JP_yyyymmddhhmm.csv)をイン
ポートすることでGHS分類作業を再開すること
が可能です

Step 2：混合物(製品)組成情報
混合物の登録情報のインポート
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分類結果に変更があったときは、情報を
修正し、差分置換することもできます
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Step 3：混合物GHS分類
GHS分類の実施

１.必要に応じて分類ルール、臓器種
付与ルールを変更します

2.分類を実施する対象の混合物に
チェックをいれます

３.分類実行をクリックします

※標的臓器の名称の統合については、
【別紙】標的臓器統合仕様に基づいています。
https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/content
s/gmiccs_organ_20210401.pdf



36

Step 3：混合物GHS分類
分類結果の確認

分類根拠には判定に至った計算などが記載されます

「済」と表示された「分類結果」をクリックすると
分類ロジックに基づき判定されたGHS分類結果が新
しいタブで表示されます（物理化学的危険性につい
ては基本的に分類されません）
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Step 3：混合物GHS分類
サンプルシンナーの分類結果

名称 サンプルシンナー

CAS RN（CAS登録番号） ー

ID NITE-MIX-1

引火性液体 区分3

急性毒性（経口） 区分に該当しない

急性毒性（経皮） 区分に該当しない

急性毒性（吸入：ガス) 区分に該当しない（分類対象外）

急性毒性（吸入：蒸気） 区分4（ATE: 5706 ppm, 17.3 mg/L）

急性毒性（吸入：粉じん、ミスト） 分類できない

皮膚腐食性/刺激性 区分2

眼に対する重篤な損傷/眼刺激性 区分2

呼吸器感作性 分類できない

皮膚感作性 区分に該当しない

生殖細胞変異原性 区分に該当しない

発がん性 分類できない

生殖毒性 区分1A：授乳に対するまたは授乳を介した影響に関する追加区分

特定標的臓器（単回ばく露） 区分1（中枢神経系、視覚器、全身毒性）、区分3（気道刺激性、麻酔作用）

特定標的臓器（反復ばく露） 区分1（中枢神経系、視覚器、腎臓）

誤えん有害性 分類できない

水生環境急性有害性 短期（急性） 区分2（計算値 7.56 mg/L）

水生環境急性有害性 長期（慢性） 区分3（計算値 0.89 mg/L）

オゾン層への有害性 分類できない



Step 3：混合物GHS分類
混合物のGHS分類結果のエクスポート

38

混合物のGHS分類を実施したら、分類結果をエク
スポート（CSVファイル形式）してください
※登録したデータやインポートデータはNITE-
Gmiccs上には保存されません
必ずデータをエクスポートしてください



Step 4 ラベル出力

Step 3からStep 4に移動します

エクスポートが完了しましたら、Step 4へ移動し
ます。
Step 4のボタン◎を押すか、次のステップへ→で
移動可能です
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「ラベル要素」をクリックすると、
別のウインドウにラベル要素として
印字される内容が表示されます

Step 4 ラベル出力
ラベル要素の確認
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注意書きには
GHS分類結果に
紐づく文言が表示
されます

＜注意書き絞り込みレベル※＞
レベル１：強く推奨（一般工業用途として）
レベル２：強く推奨（1以外への用途を考慮して）
レベル３：推奨
レベル４：任意

注意書き文言の数は絞り込み
機能により調整ができます

41

Step 4 ラベル出力
注意書き文言の絞り込みレベル
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Step 4 ラベル出力
優先順位の表示設定

混合物（製品）が一部の類
似した危険有害性を複数示
す場合は、JIS Z7253の優
先順位に基づき、表示の省
略等を実施する仕様となっ
ています

適用しないを選択すると、
優先順位に基づく省略を
行う前の表示とすること
ができます
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Step 4 ラベル出力
ラベル用の必要情報入力 会社（供給者）情報

２．入力フォームから直接入力す
ることもできますが、会社（供給
者）情報を記載したCSVファイル
をインポートすることで入力の手
間を省略することができます。テ
ンプレートファイルをダウンロー
ドして、ご利用ください

１．出力するラベルに
問題がなければラベル
供給者名や郵便番号、
住所など必須事項を入
力していきます。編集
ボタンから入力画面を
開きます

＊営業秘密や個人情報等をラベル又はSDSに記載する必要がある場合は、本システム上（Step 4（ラベル出
力）又はStep 5（SDS様式出力））ではなく、本システムからエクスポートしたファイルにご記載ください



医薬用外劇物

医薬用外毒物
表示させたい場合は「表示する」を、表示
させる必要がない場合は「表示しない」を
選択し、ラベルを出力して下さい

Step 4 ラベル出力
【参考】毒物及び劇物取締法（毒劇法）の表示
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ラベル作成支援機能として毒
劇法で規制されている物質が
混合物組成情報として含まれ
る場合に、ラベル上に「医薬
用外劇物」又は「医薬用外毒
物」と表示します。
含有の判定はNITE-CHRIPに
掲載されている毒劇法のリス
トのCAS登録番号にのみ基づ
き行っており、含有率は考慮
されていません



１.必須事項を入力したら、ラベル出力する混合物に
チェックをいれます

２.「ラベル出力」を
クリックします
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Step 4 ラベル出力

＊営業秘密や個人情報等をラベル又はSDSに記載する必要がある場合は、本システム上（Step 4（ラベル出
力）又はStep 5（SDS様式出力））ではなく、本システムからエクスポートしたファイルにご記載ください



Step3でエクスポートした混合物のGHS分類結果のファイ
ルをインポートすることでStep4から作業を再開することが
可能です
※ファイル名は以下となります
【Class_混合物ID_JIS or UN_yyyymmddhhmm.csv】

Step 4 ラベル出力
混合物GHS分類結果のインポート
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Step 5 SDS様式出力
Step 5のボタン◎を押すか、次のステップへ→で
移動可能です
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Step4からStep5に移動します



２．「SDS要素」としてGHS/JIS
で定められた全16項目が表示され
ます
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Step 5 SDS様式出力
SDS要素の確認①

１．「SDS要素」をクリックすると、別の
ウインドウにSDS要素として出力される内
容が表示されます



１．SDS要素の
各項目を選択す
ると、各項目で
定められた小項
目が展開します

２．各小項目の編集ボタンを
選択すると編集画面がボップ
アップします

３．編集画面で入力し更新するこ
とで記載内容を一時保存できます
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Step 5 SDS様式出力
SDS要素の確認②



➢ GHS分類結果
→「2.危険有害性の要約」

➢ 組成成分の情報
→「3.組成及び成分情報」

➢ 健康有害性の分類根拠
→「11.有害性情報」

➢ 環境有害性の分類根拠
→「12.環境影響情報」

Step3で行った分類の結果はSDS要素の
各項目に反映されています
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Step 5 SDS様式出力
SDS要素の確認③



１．会社（供給者）情報は初期
状態ではSDS要素に反映されて
おりません。SDS様式での出力
ファイルに反映させる場合は、
必ず「会社（供給者）情報の
SDS要素への反映」のボタンを
押してください

２．反映行うと全ての混合物の
SDS要素「１．化学品及び会社情
報」に上書きされます
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Step 5 SDS様式出力
SDS要素へ情報の反映 会社（供給者）情報

Step 4で入力した情報
がStep 5でも引き継が
れます



２．混合物の組成物質に
法律等の対象物質がある
場合にSDS要素の「15.
適用法令」、「3.組成及
び成分情報」等の項目に
該当する情報を上書きし
ます
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Step 5 SDS様式出力
SDS要素へ情報の反映 法律情報等のSDSへの紐づけ

１．混合物を選択し
「CAS RNに基づく法律情
報等の紐づけ」を実行し
ます

NITE-GmiccsはNITE-CHRIPの一部
法規制情報を収載しており、混合物
の組成成分に法規制等の対象物質が
含まれる場合は含有を判定し、SDS
要素に法律等の対象物質であること
を記載をします



（参考）Gmiccsで参照可能な
NITE-CHRIPの法規制等

NITE-CHRIPに掲載されている
一部の法律情報等

SDS要素出力項目 SDS要素出力小項目

化審法：第一種特定化学物質 １５．適用法令 その他の国内法令

化審法：既存化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（化審法）

化審法：新規公示化学物質（2011年4月1日
以降届出）

３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（化審法）

化審法：新規公示化学物質（2011年3月31
日以前届出）

３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（化審法）

安衛法：名称公表化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（安衛法）

安衛法：新規名称公表化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（安衛法）

化管法 １５．適用法令
化学物質排出把握管理促進法
(PRTR法)

毒物及び劇物取締法 １５．適用法令 毒物及び劇物取締法

安衛法：表示対象物、通知対象物 １５．適用法令 労働安全衛生法

安衛法：特定化学物質障害予防規則 １５．適用法令 労働安全衛生法

安衛法：皮膚等障害化学物質等及び特別規則に
基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質

１５．適用法令 労働安全衛生法

安衛法：がん原性物質（安衛則）（作業記録等
の３０年保存対象物質）

１５．適用法令 労働安全衛生法

大気汚染防止法 １５．適用法令 その他の国内法令

水質汚濁防止法 １５．適用法令 その他の国内法令

土壌汚染対策法 １５．適用法令 その他の国内法令

消防法 １５．適用法令 その他の国内法令

日本産業衛生学会：許容濃度 ８．ばく露防止及び保護措置 許容濃度

安衛法：化学物質による健康障害防止のための濃
度の基準（濃度基準値設定物質）

８．ばく露防止及び保護措置 許容濃度

REACH：高懸念物質（SVHC） １５．適用法令 その他の国内法令

NITE-CHRIP
NITE化学物質総合情報提供システム

混合物に含まれる組成成分のCAS登録
番号がNITE-CHRIPに掲載されている
一部法律リスト（右図）に該当する場合

はSDSの該当項目に情報を出力

連 携

※各法律における裾切値等は考慮していません。
含有有率により裾切値がある場合はご注意下さい。

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop

Step 5 SDS様式の出力

NITE-CHRIPではすべての法律対象物質を収載して
いるわけではないため、不足する情報は利用者で追記
する必要があります。
またCAS登録番号で紐付かない場合は判定ができま
せん。→詳細はNITE-CHRIP収載情報を参照のこと。
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ラベル要素として求めら
れるGHSの危険有害性区
分に割り当てられたGHS
が推奨する注意書きの
コード（Pコード）に規
定されている文言を参考
情報としてSDS様式上の
各項目に記載できます

２．混合物のGHS分類結果
に基づき割り当てられる注
意書きのコード（Pコード）
がある場合はSDS要素の「4.
応急措置」、「5. 火災時の
措置」、「6.漏出時の措
置」等の項目にPコードに紐
づく文言を上書きします

Step 5 SDS様式出力
SDS要素へ情報の反映 注意書き文言等のSDSへの紐づけ
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１．混合物を選択し「GHS分
類結果に基づく注意書き文言
等の紐づけ」を実行します



GHS/JISで定められた
注意書きコードの種類

該当するPコード SDS要素 出力項目

安全対策の注意書きコード P2XX
７．取扱い及び保管上の注意
８．ばく露防止及び保護措置 等

応急措置の注意書きコード P3XX
４．応急措置
５．火災時の措置
６．漏出時の措置

保管（貯蔵）の注意書きコード P4XX ７．取扱い及び保管上の注意

廃棄の注意書きのコード P5XX １３．廃棄上の注意

混合物のGHS分類結果に
GHSが推奨する注意書きのコー
ド（Pコード）が紐づく場合は規
定されている文言を右図に従っ
てSDSの各項目に出力します。

※それぞれのPコードで規定する文言をSDS要素のどの小項目に出力するのかについてはNITEで細かく設定を行っています。
詳細についてはNITE-Gmiccsの「使い方」のページに掲載されている以下のファイルをご参照ください。

【別紙】注意書き文言のSDS上の出力先リスト
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.ghs.nite.go.jp%2Flink%2Fja%2Fcon
tents%2Fgmiccs_precautions_sds_20220331.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK

Step 5 SDS様式出力
【参考】 SDS要素に上書きされる注意書き（Pコード）について
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SDS様式は編集しやすく、人が可読しやすいエクセル
ファイル形式で出力することができます。
このエクセルファイルは再度、Gmiccsに取り込むこと
はできません
※NITE-Gmiccs上にはすべてのデータが保存されませ
んので、データは必ずエクスポートして保管ください

１.必須事項を入力したら、SDS
様式出力する混合物にチェック
をいれます

２.「SDS様式の出力」をクリックします

Step 5 SDS様式出力
SDS要素の出力 xlsxファイル

56

＊営業秘密や個人情報等をラベル又はSDSに記載する必要がある場合は、本システム上（Step 4（ラベル出
力）又はStep 5（SDS様式出力））ではなく、本システムからエクスポートしたファイルにご記載ください



再度、NITE-Gmiccsで作業するために、SDS様式をCSV
形式で出力します。CSV形式のファイルはNITE-Gmiccs
に読み込むことができます
※NITE-Gmiccs上にはすべてのデータが保存されません
ので、データは必ずエクスポートして保管ください

１.必須事項を入力したら、SDS様式を
出力する混合物にチェックをいれます ２.「エクスポート」をクリックします

Step 5 SDS様式出力
SDS要素の出力 csvファイル
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Step 5 でエクスポートした混合物の
SDS様式のファイル（CSV形式に限
る）をインポートすることができます

取り込んだデータは一覧に表示され、
SDSの編集が再開できます

Step 5 SDS様式出力
SDS要素ファイル（CSV形式）のインポートと作業の再開
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Step 3 でエクスポートした混合物の
GHS分類結果のファイルをインポート
することができます



「一部要素置換」機能を用いること
で他の混合物（製品）のSDS要素を
作成したい混合物のSDS要素として
流用することができます

取り込んだ又は作成した混合物のSDS
要素に対して他の混合物の一部SDS
要素を置換する機能があります。

詳細についてはNITE-Gmiccsの「使い
方」のページに掲載されている以下のファ

イルをご参照下さい。

【別紙】一部要素置換で置き換えられるSDSの項目リスト

https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/contents/gmiccs
_replaceSDS_20220331.xlsx 詳細なSDS項目も含めて作成した化学品BのSDSの一部項目を類似

化学品AのSDS項目にまとめて記載できます。
※「４．応急処置」、「７．取り扱いおよび保管上の注意」、「９．物理的お

よび化学的性質」などNITE-Gmiccsでは対応が難しい項目

Step 5 SDS様式出力
【参考】SDS要素ファイル（CSV形式）の一部要素置換インポート
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３．NITE-Gmiccsの
注意事項と便利機能

60



混合物ID、化学物質IDに使える記号の制限
半角英数字のみ（スペース、ハイフン、アンダーバーは使用可能）

注意事項 その１

使えない記号等
\(円マーク)
/(スラッシュ)
:(コロン)
*(アスタリスク)
?(クエスチョン)
"(ダブルクォーテーション)
<(左かっこ、不等号)
>(右かっこ、不等号) 
|(パイプ)
[(左大かっこ)
](右大かっこ)
‘（シングルクォーテーション）
%（パーセント）
#（シャープ）

GmiccsはWebブラウザ上で作動システムであるため
ソースコードに影響する可能性のある文字については
IDに使用できない
（経済産業省インストール版から移行時に注意）
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【NITE-Gmiccsにおける物理化学的危険性の分類判定】

• NITE-Gmiccsでは物理化学的危険性については基本的に分類不可
• 判定する場合も”混合物”としてのデータ（引火点、初留点、国連番号）からできる場合がある
• 組成成分に物理化学的危険性が付与されていてもNITE-Gmiccsで混合物分類判定を実行した

際に混合物の分類結果に物理化学的危険性の区分は引き継がれない
• 単一化学物質をNITE-Gmiccsにいれて単一化学物質のラベルやSDSを作成する場合、物理化

学的危険性の区分は消滅するので注意が必要

注意事項 その２

分類できる一部の項目につ
いても、混合物としてのデー
タ（引火点）を入力しなけ
ればならない

分類後に自分で区分を
設定する必要がある
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法律対象物質の閾値について
NITE-Gmiccsでは混合物中に毒劇法や安衛法、化管法対象物質が含まれる
（CHRIP掲載のCAS登録番号で判定）場合にラベルやSDS様式上に印字する機能
がある

ただし、法律上の閾値や適用除外については考慮していないため、該当しない場合は
ユーザー自身で確認する必要がある。

例）メタノール（CAS RN:67-56-1）
毒劇法：原体のみが対象
安衛法：表示の対象となる範囲（重量％） ≧０．３

通知の対象となる範囲（重量％） ≧０．１

注意事項 その３



便利機能
複数物質のまとめてインポートについて

エクスポートしたCSVファイル又はテ
ンプレートで編集したCSVファイルに
より複数の混合物、複数の化学物質
データをまとめてインポート可能

エクスポートしたすべてのCSVファイ
ルで大量のデータの取扱いが可能

※CSVファイルをそのままExcelで開くとCAS登録
番号が日付認識されるなどのエラーが起きやすい
のでCSVファイルとして編集すること

インポート/エクスポートファイルの修正方法について
https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/cont
ents/gmiccs_File_Correction_manual_2
0210401.pdf
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【参考】 NITE-Gmiccsにおける国連番号からの分類①

UN1170
国連番号とは、TDGにおいて4桁の数字
で定義されたコード 約3,000種

“TDG”（UNRTDGともいう）は、United Nations Recommendations on the 
Transport of Dangerous Goods （国連危険物輸送に関する勧告）の省略名

GHSにおける物理化学的危険性の試験方法や判定基準は、その多くがTDGと同じ

例えば上の国連番号には、、、

品名：エタノール又はその溶液
クラス・等級：３
容器等級：Ⅱ
という情報が定義されている

海路や陸路で危険物を国境を超えて安全に行き来させるための、輸送方法や容器、
危険有害性の情報伝達など、国際的なルールがTDG

分類事例）エタノールを70％含む製品について、国連番号を1170と決めた。
国連番号から分類できる場合があるとのことで、NITE-Gmiccsで利用したい。
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UN1170
品名：エタノール又はその溶液
クラス・等級：３
容器等級：Ⅱ

【分類結果】
引火性液体
UNRTDG クラス3、「副次危険(-) 
容器等級(Ⅱ) 指針番号(127)」の
ため、区分2（H225:引火性の高い
液体及び蒸気）に該当する。

※国連番号の該当・非該当は事業者の
責任に基づく

１．まずは「検索」
をクリック

2．ポップアップ画面から該
当する国連番号を選択し、
「確定」をクリック

3．選択が反映
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【参考】 NITE-Gmiccsにおける国連番号からの分類②



NITE-Gmiccsに関する補足
NITE-GmiccsのTopページ

TOPページの上帯には各種説明等掲載しています。ご参照ください。
＜使い方：NITE-Gmiccsの概要、使い方等を掲載しています＞
✓ NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

＜分類ロジック：分類判定方法についての説明を記載しています＞
✓ NITE-Gmiccs分類ロジック
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